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 要  旨 
 
 曲面を有する金型の加工には，主として球形状をもつボールエンドミルが用い
られる．ボールエンドミル加工においては，送り方向に対して直角方向に間欠的
に移動するピックフィードとボールエンドミルの工具半径の関係によってカスプ
と呼ばれる凸部が生じる.これら表面の凹凸を平滑な面に仕上げるため，みがきが
行われる．しかし，みがき工程は人手を要する上に能率が悪いため全加工工程の
中でコストと時間のかなりの割合を占めており，合理化が望まれる． 
 表面粗さを改善させる方法の一つに，固い表面の工具を工作物に押し付けなが
ら滑らせて工作物の表面の凹凸を押しならして面を仕上げるバニシ仕上げという
加工法があり，主に旋削品の加工に用いられてきた．バニシ加工は，切削のよう
な切り屑を発生させることなく，切削よりも短時間で鏡面が得られ，しかも表面
が加工硬化するとともに圧縮残留応力が生じるため耐久性の優れた仕上がり面が
得られるという利点があり，近年注目されるようになってきた．そこで，このバ
ニシ加工を三次元形状に適用し，金型などの粗さを改善する加工法を提案する． 
 この加工法は，切削に用いたボールエンドミルと同径で刃の無い球状の硬質工
具と，切削に用いたNCデータを利用することで，このカスプを選択的に押しつぶ
し，表面粗さの改善を図る.このような加工法を過去に行った例は無い．そこで，
基礎的実験を行い，加工特性について調査した．まず，非傾斜平面に対して本加
工法を適用し，加工に適した球状工具の材質や加工経路について検討した．また，
押し込み量と加工荷重，押し込み量と表面粗さとの関係を調査し，表面粗さの改
善が可能な条件を提示した．次に，傾斜平面に対して本加工法を適用し，傾斜面
であっても工具への負担が許容範囲内であり，非傾斜平面と同様の加工が可能で
あることを示した．そして，実金型への適用の基礎実験として円弧面に対して加
工実験を行い，突き出しの長い工具の場合，工具のたわみが加工を阻害するもの
の，曲面の加工への適用が可能であることを確かめた． 
 
